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広報 

　
今
年
４
月
１
日
に
制
定
さ
れ
た
市
民
憲
章
の
石
碑
が
完
成
、

12
月
１
日
、
設
置
さ
れ
た
市
庁

舎
正
面
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
憲
章
は
、
市
民
が
実
践
す
べ
き
目
標
を
定
め
た

”
道
し

る
べ
“
。
お
披
露
目
さ
れ
た
石
碑
の
前
で
、
鷹
巣
小
学
校
の
４
人
の
６
年
生
が
市
民
を
代
表
し
、

﹁
〜
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
　
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
﹂
と
憲
章
を
朗
読
し
ま
し
た
。

�
力
を
あ
わ
せ
　
住
み
よ
い
ま
ち
を

市
民
憲
章
の
石
碑
を
市
庁
舎
正
面
に
設
置
、
除
幕

左から、河田圭介君、小笠原麻友さん、中嶋晃大君、清水あさみさん 左から、河田圭介君、小笠原麻友さん、中嶋晃大君、清水あさみさん 
けいすけ ま　ゆ こうだい 
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

４
月
（
卯
月
） 

　
近
来
ま
れ
に
見
る
豪
雪
に
始
ま
っ
た
平
成
18
年
。
市
で
は
昨
年
暮
れ
か
ら
の
大
雪
に
豪
雪

対
策
本
部
を
設
置
、
約
４
カ
月
間
の
官
民
総
出
の
雪
と
の
格
闘
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
合
併
１
年
を
経
過
し
た
３
月
に
は
最
初
の
市
議
会
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
26
名
の
議
員
が
誕

生
し
、
新
し
い
行
政
運
営
体
制
が
整
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
沿
っ

た
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
18
年
度
市
政
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
４
月
に
市
の｢

花
鳥
木｣

と｢

市
民
憲
章｣

を
制
定
。
そ

の
後
、
６
月
の
市
民
プ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
に
始
ま
り
、
秋
に
は
北
秋
田
市
民
病
院(

仮
称)

建

設
用
地
の
造
成
、
改
築
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
前
田
小
学
校
と
同
保
育
園
の
竣
工
な
ど
、
中

核
と
な
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
特
に
市
民
の
一
体
感
醸
成
へ
向
け
た
事
業
と
し
て｢

民
俗
芸
能
大
会｣

、｢

ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会｣

を
企
画
・
実
施
し
、｢

産
業
祭｣

と｢

文
化
祭｣

も
全
市
統
一
で

開
催
さ
れ
、
市
民
待
望
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
の
集
い
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」(

平
成
19
年
）
「
全
国
植
樹
祭
」(

同
20
年)

の
開
催
に
向
け
、
そ
の

準
備
に
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
一
年
で
し
た
。 

　
主
だ
っ
た
市
の
動
き
に
つ
い
て
広
報
等
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

２
０
０
６
年
を
振
り
返
っ
て

倉
ノ
山
元
旦
登
山 

            

第
25
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン 

大
太
鼓
叩
き
初
め 

消
防
出
初
め
式 

定
例
記
者
会
見 

第
18
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会
（
〜

８
日
） 

雪
中
田
植
え 

防
犯
指
導
隊
・
交
通
指
導
隊
査

閲
式 

ど
ん
と
祭
り 

秋
田
わ
か
杉
国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

実
行
委
員
会
設
立
総
会 

第
１
回
北
秋
田
市
縄
文
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

第
５
回
あ
き
た
北
空
港
学
童
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー 

鷹
巣
地
区
公
民
館
ま
つ
り 

第
１
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

第
１
回
北
秋
田
市
誕
生
記
念
年

末
年
始
大
売
り
出
し
抽
選
会 

               

森
吉
山
樹
氷
ま
つ
り
（
〜
26
日
） 

             

厄
払
い 

雪
中
稲
刈
り 

第
41
回
首
都
圏
合
川
会 

第
44
回
鷹
巣
地
区
ス
キ
ー
大
会 

第
55
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
競
技

大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
で
初

の
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
鷹
巣
農

林
高
校
が
市
内
を
パ
レ
ー
ド 

故
・
木
村
秀
夫
氏
が
瑞
宝
双
光

章
受
章 

第
２
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

ト
リ
ノ
五
輪
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

複
合
競
技
に
阿
仁
の
高
橋
大
斗

選
手
、
小
林
範
仁
選
手
が
出
場

し
大
健
闘
（
〜
26
日
） 

             

第
12
回
も
ち
っ
こ
市
（
〜
12
日
） 

第
51
回
阿
仁
部
学
童
ス
キ
ー
大
会 

定
例
記
者
会
見 

門
舞
い
（
阿
仁
） 

ウ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ム
２
０
０
６

（
〜
19
日
） 

Ｖ
１
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ 

（
〜
19
日
） 

第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会 

（
〜
３
月
７
日
） 

ス
ノ
ー
マ
ン
・
キ
ャ
ン
ド
ル
＆

ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
at
阿
仁
異
人
館 

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

第
26
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い 

   

子
ど
も
伝
承
芸
能
発
表
会 

阿
仁
地
区
生
き
活
き
大
学
終
了
式 

鷹
巣
南
、
森
吉
、
阿
仁
中
学
校

卒
業
式 

高
鷹
大
学
卒
業
・
閉
講
式 

鷹
巣
、
合
川
中
学
校
卒
業
式 

第
13
回
Ｖ
リ
ー
グ
・
第
９
回
Ｖ

１
リ
ー
グ
出
場
順
位
決
定
戦
鷹

巣
大
会 

鷹
巣
中
央
、
鷹
巣
南
、
合
川
南
、

合
川
西
、
合
川
北
、
浦
田
、
前

田
小
学
校
卒
業
式 

鷹
巣
、
鷹
巣
東
、
綴
子
、
竜
森
、

鷹
巣
西
、
米
内
沢
、
阿
仁
合
、
大

阿
仁
、
合
川
東
小
学
校
卒
業
式 

第
13
回
打
当
温
泉
ス
キ
ー
大
会 

ま
と
び
学
園
修
園
祭 

万
灯
火 

定
例
記
者
会
見 

北
秋
田
市
議
会
議
員
選
挙 

投
票
率
83
・
69
％ 

  

               

市
の
花(

あ
じ
さ
い)

鳥(

ク
マ
ゲ

ラ)

・
木(

ぶ
な)

・
市
民
憲
章
が

制
定 

ま
と
び
学
園
入
園
祭 

米
内
沢
、
浦
田
、
前
田
、
合
川

南
小
学
校
、
森
吉
、
阿
仁
、
合

川
中
学
校
入
学
式 

            

鷹
巣
、
鷹
巣
東
、
綴
子
、
竜
森
、

鷹
巣
中
央
、
鷹
巣
南
、
鷹
巣
西
、

阿
仁
合
、
大
阿
仁
、
合
川
東
、

合
川
西
、
合
川
北
小
学
校
、
鷹

巣
、
鷹
巣
南
中
学
校
入
学
式 

定
例
記
者
会
見 

第
４
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

ひ
ま
わ
り
の
家
入
館
者
70
万
人

達
成 

故
・
細
田
興
一
氏(

あ
け
ぼ
の
町)

、

故
・
金
田
仁
市
氏
（
三
木
田)

が
旭
日
単
光
章
受
章 

北
秋
田
市
合
併
記
念
「
ラ
ジ
オ

深
夜
便
の
つ
ど
い
」 

第
44
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

高
橋
大
斗
選
手
に
エ
ー
ル
を
送

る
会 

第
55
回
鷹
巣
中
央
公
園
桜
祭
り 

ト
リ
ノ
五
輪
選
手
を
た
た
え
る

夕
べ 

松
橋
三
郎
氏(

合
川)

、
盛
岡
敬

二
氏(

花
園
町)

が
旭
日
双
光
章

受
章
、
鎌
田
幸
藏
氏(

緑
ケ
丘)

が
瑞
宝
双
光
章
受
章
、
櫻
田
日

出
雄
氏(

東
根
田)

、
澤
藤
正
一

氏(

木
戸
石)

が
瑞
宝
単
光
章
受

章
、
　
関
鐵
彌
氏
が
旭
日
単
光

章
受
賞 

阿
仁
河
川
公
園
さ
く
ら
植
樹
祭 

   

第
３
回
北
緯

　40°
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー

ク
さ
く
ら
祭
り(

〜
７
日) 

森
吉
山
山
開
き 

             

第
２
回
あ
き
た
北
空
港
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ 

市
営
鷹
巣
牧
場
入
牧
式 

定
例
記
者
会
見 

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
始
業
式 

高
鷹
大
学
入
学
式
・
開
講
式 

森
吉
老
壮
・
婦
人
大
学
開
講
式 

第
31
回
誕
生
の
森
記
念
植
樹 

阿
仁
地
区
生
き
活
き
大
学
開
講
式 

   

市
観
光
協
会
が
発
足 

竜
ケ
森
山
開
き 

北
秋
田
市
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ

ン
記
念
式
典 

合
川
駅
舎
に
直
売
所
花
野
果 

太
平
湖
湖
水
開
き 

第
22
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ

こ
ま
つ
り 

１
月
（
睦
月
） 

２
月
（
如
月
） 

３
月
（
弥
生
） 

２
０
０
６
年
を
振
り
返
っ
て

５
月
（
皐
月
） 

１
日 

            

 

２
日 

４
日 

５
日 

７
日 

 

12
日 

14
日 

 

15
日 

18
日 

 

21
日 

  

 

22
日 

23
日 

29
日 

                

１
日 

             

   

５
日 

７
日 

   

８
日 

 

９
日 

10
日 

                

11
日 

12
日 

13
日 

14
日 

18
日 

 

19
日 

 

20
日 

 

25
日 

 

26
日 

    

４
日 

７
日 

10
日 

  

11
日 

   

16
日 

  

17
日 

  

19
日 

20
日 

21
日 

22
日 

26
日 

   

               

１
日 

  

３
日 

５
日 

              

６
日 

    

９
日 

11
日 

12
日 

 

20
日 

  

21
日 

 

22
日 

  

25
日 

28
日 

 

29
日 

       

30
日 

   

１
日 

 

４
日 

             

７
日 

 

８
日 

10
日 

11
日 

15
日 

17
日 

21
日 

22
日 

   

１
日 

 

３
日 

   

４
日 

６
月
（
水
無
月
） 
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 

８
月
（
葉
月
） 

10
月
（
神
無
月
） 

９
月
（
長
月
） 

７
月
（
文
月
） 

             

森
吉
山
阿
仁
側
コ
ー
ス
山
開
き 

大
館
・
北
秋
田
地
区
水
防
訓
練 

合
川
地
区
戦
没
者
追
悼
式 

花
の
百
名
山
・
森
吉
山
紀
行 

（
〜
８
月
20
日
） 

第
39
回
全
日
本
社
会
人
タ
ー
ゲ
ッ

ト
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

（
〜
11
日
） 

            

第
20
回
東
京
圏
あ
に
会
総
会 

第
５
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会

（
〜
23
日
） 

故
・
今
野
實
氏(

旭
町)

が
旭
日

単
光
章
受
章 

定
例
記
者
会
見 

   

鮎
釣
り
解
禁 

花
し
ょ
う
ぶ
祭
り
（
〜
16
日
） 

            

第
15
回
た
か
の
す
米
代
川
花
火

大
会 

綴
子
大
太
鼓
祭
り
（
〜
15
日
） 

        

第
14
回
あ
じ
さ
い
ま
つ
り 

            

大
館
北
秋
田
支
部
消
防
訓
練
大
会 

夏
休
み
ま
と
び
の
里
子
ど
も
自

然
村
１
期
開
村
式 

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏
会 

夏
バ
ン
！
２
０
０
６ 

   

夏
休
み
ま
と
び
の
里
子
ど
も
自

然
村
２
期
開
村
式 

市
営
住
宅
上
杉
駅
前
団
地
完
成 

定
例
記
者
会
見 

首
都
圏
企
業
懇
談
会 

阿
仁
地
区
戦
没
者
追
悼
式 

や
る
べ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン 

村
上
敏
明
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル 

２
０
０
６
よ
ね
し
ろ
レ
デ
ィ
ー

ス
鮎
カ
ッ
プ
・
よ
ね
し
ろ
鮎
カ
ッ

プ 第
20
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火

ま
つ
り 

 

            

第
８
回
大
館
能
代
空
港
ス
カ
イ

フ
ェ
ス
タ 

第
35
回
合
川
ま
と
び
・
第
26
回

合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り 

            

市
民
盆
踊
り
大
会
（
〜
15
日
） 

北
秋
田
市
成
人
式 

第
44
回
阿
仁
の
花
火
大
会
と
灯
籠
流
し 

市
民
プ
ー
ル
利
用
者
１
万
人
達
成 

森
吉
地
区
戦
没
者
追
悼
式 

第
６
回
北
秋
田
市
議
会
臨
時
会 

合
川
歴
史
民
俗
資
料
室
オ
ー
プ
ン 

紅
葉
の
森
吉
山
鑑
賞 

（
〜
10
月
29
日
） 

           

寄
席
演
芸
公
演 

第
１
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会 

            

秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田

支
部
防
災
訓
練 

定
例
記
者
会
見 

合
川
地
区
敬
老
式 

森
吉
地
区
敬
老
式 

阿
仁
地
区
敬
老
式 

第
７
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会 

鷹
巣
地
区
敬
老
式 

第
２
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展 

記
者
会
見 

北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り 

            

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生
誕
２
５
０
周

年
記
念
公
演 

合
川
芸
文
祭 

   

定
例
記
者
会
見 

第
１
回
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会(

〜
29
日) 

全
国
植
樹
祭
実
行
委
員
会
設
立

総
会 

第
６
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り 

太
平
湖
・
小
又
峡
紅
葉
祭
り
（
〜

31
日
） 

フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
in
北
欧

の
杜
（
〜
８
日
） 

橋
田
ペ
ッ
カ
ー
＆
ド
ラ
ム
サ
ー

ク
ル 

            

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

国
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
旗
引
き
継
ぎ 

県
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線
芹
沢
バ

イ
パ
ス
供
用
開
始 

前
田
小
学
校
竣
工
記
念
式
典 

             

菊
地
康
正
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
＆

フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

阿
仁
合
保
育
園
開
園
セ
レ
モ
ニ
ー
・

竣
工
式 

第
１
回
う
め
ー
も
ん
品
評
会 

            

北
秋
田
市
特
産
品
推
奨
認
定
審

査
会 

第
１
回
北
秋
田
市
産
業
祭 

(

〜
29
日) 

   

               

６
日 

10
日 

                 

13
日 

 

20
日 

 

29
日 

   

１
日 

２
日 

            

８
日 

 

14
日 

        

23
日 

             

27
日 

 

30
日 

    

２
日 

   

３
日 

４
日 

５
日 

 

６
日 

  

７
日 

  

            

10
日 

 

14
日 

              

15
日 

16
日 

19
日 

 
24
日 

30
日 

１
日 

２
日 

             

３
日 

              

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

12
日 

16
日 

17
日 

21
日 

23
日 

              

24
日 

   

２
日 

３
日 

 

４
日 

 

７
日 

  

  

８
日 

             

９
日 

 

12
日 

 

14
日 

             

21
日 

 

23
日 

 

24
日 

            

27
日 

 

28
日 
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『広報きたあきた』でこの１年をふりかえる 
　
市
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開
設
・
増
設
等

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

　
市
内
に
事
業
所
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
法
人
等
は
、

市
の
整
備
方
針
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
今
回
の
募
集
は
、
市
の
計
画
に
沿
っ
て
「
平
成
19

年
度
に
整
備
す
る
事
業
所
」
を
募
集
す
る
も
の
で
す
。 

 

【
北
秋
田
市
の
整
備
方
針
】 

・
平
成
19
年
度
の
整
備
予
定
事
業
所
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。
整
備
予
定
以
外
の
申
請
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

・
事
業
所
の
整
備
は
、
事
業
者
自
ら
が
整
備
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
ま
す
。
（
市
で
は
整
備
し
ま
せ
ん
） 

     

【審査・決定】 

　　書類審査（必要に応じて整備予定地確認審査）を行い、審査

　委員会を経て３月中には決定する予定です。 

　　なお、決定は応募者に通知します。              

【募集締切】　平成19年１月31日　必着              

【応募（申請）様式】                   

　　応募する法人等は、応募（申請）様式を配布しますので、下

　記担当までご連絡下さい。（郵送可） 

【提出先・問い合わせ先】 市福祉事務所　高齢者支援課　　 

　住　所　〒018-3392   北秋田市花園町１９-１ 

　　　　　�６２－１１１２   ＦＡＸ６２－４２９６ 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

平
成
19
年
度
に
整
備
す
る

整備予定地区

鷹　　巣 

森　　吉 

整備定員 

７人 

８人 

備　考 

市内既存事業所の総定員に追加となる定員 

〃 

１　居宅サービス/介護予防サービス         

　①短期入所生活介護／介護予防短期入所生活介護事業所       

 

【短期入所生活介護に係る人員・設備・運営基準】 

　指定短期入所生活介護事業所は、その利用定員を20人以上とし、専用の居室を設けるものとする。（居宅サービス

基準第１２３条第１項） 

　但し、特別養護老人ホームや養護老人ホーム、病院、診療所、老人保健施設等に併設する事業所は、その利用定員

を20人未満とすることができる。（居宅サービス基準第１２３条第２項） 

整備予定地区

合　　川 

阿　　仁 

整備定員 

５人 

５人 

備　考 

市内既存事業所の総定員に追加となる定員 

〃 

２　地域密着型サービス        

　①認知症対応型通所介護／介護予防認知症対応型通所介護事業所 

【認知症対応型通所介護に係る人員・設備・運営基準】 

　認知症対応型通所介護は、その利用定員を１２人以下とする。 

　（地域密着型サービス基準第42条第２項） 

第
19
回
東
京
鷹
巣
会 

   

桜
の
木
記
念
植
樹 

北
秋
田
市
文
化
祭
（
〜
５
日
） 

            

松
橋
久
太
郎
氏(

米
内
沢)

が
旭

日
双
光
章
受
章
、
金
森
嘉
次
郎

氏(

田
中)

、
畠
山
英
夫
氏(

合
川

李
岱)

が
瑞
宝
双
光
章
受
章
、

戸
嶋
與
志
夫
氏(

坊
沢
水
上
沢)

が
瑞
宝
単
光
章
受
章 

第
20
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会 

第
10
回
高
鷹
大
学
学
園
祭 

（
〜
５
日
） 

森
吉
山
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
大
会 

北
秋
田
市
小
学
校
再
編
整
備
計

画
検
討
委
員
会
発
足 

定
例
記
者
会
見 

中
国
甘
粛
省
文
化
交
流
展 

阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い 

全
国
植
樹
祭
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

決
定
、
大
会
ポ
ス
タ
ー
に
竜
森

小
学
校
５
年
の
藤
本
勝
繁
君
の

作
品｢

大
き
な
木
を
か
こ
ん
で｣

が
最
優
秀
賞 

      

第
27
回
婦
人
芸
能
祭 

宝
く
じ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ー 

は
つ
ら
つ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会 

誘
致
企
業
懇
談
会 

市
建
設
業
協
会
と
災
害
時
に
お

け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る

基
本
協
定
書
調
印
式 

第
16
回
鷹
巣
祇
園
太
鼓
審
査
会 

我
が
家
の
味
自
慢
「
漬
物
コ
ン

ク
ー
ル
」 

知
事
の
市
町
村
懇
談
会 

            

市
民
憲
章
碑
除
幕
式 

             

の
れ
そ
れ
大
売
り
出
し
開
始
（
〜

１
月
10
日
） 

鷹
巣
地
区
公
民
館
ま
つ
り 

健
康
福
祉
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
る
ご
と
安

心
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

国
道
１
０
５
号
線
米
内
沢
バ
イ

パ
ス
開
通
式
典 

定
例
記
者
会
見 

国
民
保
護
計
画
協
議
会 

阿
仁
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭 

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
６
支
所
廃
止 

劇
団
文
化
座
公
演｢

鈴
が
通
る｣ 

第
８
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会 

(

〜
21
日) 

阿
仁
ス
キ
ー
場
営
業
開
始 

第
59
回
全
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

選
手
権
大
会(

国
体
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会)(

〜
25
日) 

冬
休
み
ま
と
び
の
里
子
ど
も
自

然
村
開
村
式 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
意
見
交

換
会 

29
日 

   

３
日 

                      

５
日 

７
日 

  

12
日 

14
日 

15
日 

          

19
日 

   

21
日 

22
日 

  
23
日 

25
日 

 

30
日 

            

１
日 

               

３
日 

  

４
日 

 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

12
日 

 

14
日 

22
日 

 

 

26
日 

 

12
月
（
師
走
） 

11
月
（
霜
月
） 

　北秋田市共同募金会たかのす地区では、平成８年度を

最後に取りやめていた歳末たすけあい募金を10年ぶりに

復活します。従来の「見舞金品贈呈事業」を縮小し地域

での「支え合い事業」へより配分できるように切り替え

ますが、在宅重度の障害者の方々には申請方式（申請書

に記入）でお見舞金を支給いたします。 

支給要件 

１．在宅重症心身障害児者であること 

２．１年以上旧鷹巣町内に居住していること 

３．福祉施設に入所していないこと 

在宅重症心身障害児者とは 

・１・２級の身障手帳をお持ちの方 

・療育手帳Ａをお持ちの方　以上重複している方です 

◎お問い合わせ　市社会福祉協議会 

　　　たかのす地域福祉センター　　　  �６３－２１０９ 

見舞金を支給します
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視
覚
に
不
便
を
感
じ
な
い
人
々
は
、

多
く
の
場
合
、
目
に
見
え
る
様
々
な
状

況
や
情
報
を
基
に
判
断
し
行
動
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
視
覚
障
害
者
の
方
に
と
っ

て
は
、
日
常
生
活
の
中
に
多
く
の
不
便

が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。「
視
覚
障
害
は

情
報
障
害
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

　
そ
の
情
報
障
害
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
の
お
手
伝
い
が
「
音
声
訳
（
音
訳
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
で
す
。 

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
小
説
や
雑
誌
、

説
明
書
の
よ
う
な
出
版
物
の
ほ
か
、
手

紙
や
新
聞
、
広
報
、
回
覧
板
、
商
店
の

チ
ラ
シ
な
ど
日
常
の
生
活
に
必
要
な
印

刷
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
視
覚
障
害
者
は
、
テ
レ
ビ
音
声
や
ラ

ジ
オ
で
は
各
種
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
の
、
印
刷
媒
体
か
ら
直
接
情

報
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
秋
田
県
で
は
、「
秋
田
県
点
字
図
書

館
」
が
、
点
字
図
書
や
録
音
図
書
の
形

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

出
版
物
の
ご
く
一
部
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
に
よ
り
密
接
し
た
、
特
に
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
報
道
さ
れ
な
い
地

方
紙
の
記
事
や
広
報
に
つ
い
て
は
、
身

近
な
人
が
紙
面
を
読
み
、
伝
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
最
良
の
お
手
伝
い
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
分
量
や
、
必
要
と
す
る
情

報
の
好
み
に
よ
っ
て
は
一
人
の
力
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
朗
読
（
音

訳
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
県
内
で
は
、
多
く
の
市
町
村
で
広
報

紙
を
音
訳
し
「
声
の
広
報
」
と
し
て
視

覚
障
害
の
方
々
へ
届
け
る
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
北
秋
田
市
で
は
、
広
報

紙
の
ほ
か
、
県
内
で
唯
一
、
新
聞
の
記

事
を
音
訳
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。 

   

　
地
元
紙
の
記
事
を
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
、

北
秋
盲
人
会
の
会
員
ら
20
人
に
提
供
し

て
い
る
の
が
、
現
在
17
人
の
会
員
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ

か
ね
グ
ル
ー
プ
（
齊
藤
怜
子
代
表
）」
で

す
。 

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
62
年
に
数
人

の
会
員
で
発
足
、
以
来
、
月
２
回
一
度

も
欠
か
す
こ
と
な
く
音
訳
テ
ー
プ
を
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
届
け
、
こ
れ
ま
で
発

行
し
た
テ
ー
プ
は
４
６
２
本
に
上
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の

た
び
の
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
秋
田
県
で
は
、
地
元
紙
の
音
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
だ
け
と

い
わ
れ
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
た
い
へ

ん
貴
重
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
ま
た
、
市
の
広
報
紙
を
音
訳
し
、｢

声

の
広
報
」
と
し
て
視
覚
障
害
者
の
方
に

提
供
し
て
い
る
の
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
や
ま
び
こ
（
三
澤
　
子
代
表
）」
と

「
カ
ナ
リ
ア
（
小
林
節
子
代
表
）」
の
２

つ
の
グ
ル
ー
プ
。 

　
「
や
ま
び
こ
」
は
、
昭
和
52
年
に
結

成
さ
れ
た
鷹
巣
町
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
前
身
。
発
足
２
年
目
の
54
年
に
声
の

広
報
に
取
り
組
み
は
じ
め
、
平
成
４
年
、

声
の
広
報
部
門
が
「
や
ま
び
こ
」
と
し

て
独
立
、
平
成
16
年
に
は
息
の
長
い
活

動
が
認
め
ら
れ
、
厚
生
大
臣
表
彰
を
受

け
て
い
ま
す
。
現
在
は
12
人
の
会
員
で
「
広

報
き
た
あ
き
た
」
と
「
市
議
会
だ
よ
り

き
た
あ
き
た
」
の
音
訳
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
会
員
が
自

分
の
好
き
な
詩
や
エ
ッ
セ
イ
、
民
話
な

ど
を
朗
読
す
る
「
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
」

も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
「
カ
ナ
リ
ア
」
は
広
報
も
り
よ
し
の

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
平
成
12
年

に
活
動
が
始
ま
り
、
今
年
で
６
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
は
５
人
。

主
と
し
て
森
吉
地
区
の
利
用
者
を
対
象

に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

   

　
「
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
」
と
「
や
ま
び
こ｣

は
、
主
に
宮
前
町
の
北
秋
田
市
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
録

音
室
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
で
は
、
は
じ
め
に

２
人
の
会
員
が
、
地
元
紙
４
紙
の
中
か

ら
30
本
ほ
ど
の
記
事
を
選
び
、
持
ち
寄

り
ま
す
。
こ
れ
を
、
４
人
の
会
員
で
手

分
け
し
、
60
分
テ
ー
プ
に
収
録
で
き
る

よ
う
一
人
15
分
づ
つ
の
長
さ
に
編
集
、

録
音
し
ま
す
。
15
分
と
い
う
決
め
ら
れ

た
時
間
に
合
わ
せ
て
音
訳
す
る
に
は
、

記
事
を
要
約
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要

だ
そ
う
で
す
。
一
本
の
テ
ー
プ
に
６
人

が
携
わ
り
な
が
ら
、
こ
の
作
業
を
月
２

回
づ
つ
繰
り
返
し
ま
す
。 

　「
や
ま
び
こ
」
と
「
カ
ナ
リ
ア
」
が
行
っ

て
い
る
声
の
広
報
や
市
議
会
だ
よ
り
の

場
合
は
、
紙
面
を
す
べ
て
音
訳
し
ま
す
。

ペ
ー
ジ
数
が
多
い
と
き
は
、
通
常
用
い

る
90
分
テ
ー
プ
に
収
ま
り
き
ら
ず
、
２

本
に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

　
作
業
の
締
め
く
く
り
は
発
送
作
業
。

各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
こ
う
し
て
完
成
し

た
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
を
も
と
に
複
製
を

作
り
、
専
用
の
袋
に
入
れ
て
利
用
者
の

も
と
に
送
り
届
け
ま
す
。 

   

　
情
報
満
載
の
テ
ー
プ
は
、
多
く
の
利

用
者
が
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー

プ
に
は
、
利
用
者
か
ら
、
感
謝
の
言
葉

が
添
え
ら
れ
た
記
事
に
つ
い
て
の
感
想

も
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
テ
ー
プ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
一
人
、

北
秋
盲
人
協
会
（
吉
田
栄
会
長
、
会
員

23
人
）
の
吉
田
会
長
は
、「
地
域
の
情
報

を
知
る
手
段
と
し
て
音
訳
テ
ー
プ
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
活
動
は
、
貴
重
な

時
間
を
割
い
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
た

い
へ
ん
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
、

感
謝
し
て
い
ま
し
た
。 

　
最
近
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
に
限

ら
ず
、
加
齢
に
よ
る
目
の
衰
え
な
ど
か

ら
も
音
訳
テ
ー
プ
を
聴
き
た
い
と
言
わ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

各
グ
ル
ー
プ
で
は
、
障
害
の
有
無
に
限

ら
ず
テ
ー
プ
の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
息
の
長

い
活
動
を
継
続
す
る
た
め
、
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
テ
ー
プ
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
、

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
関
心
の

あ
る
方
は
、
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

■
広
報
情
報
課
　
62
―
６
６
０
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こ
の
ほ
ど
、
視
覚
障
害
者
へ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、「
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
」
（
齊
藤
怜
子
代

表
、
会
員
17
人
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん

が
地
域
の
情
報
を
知
る
た
め
の
大
き
な
お
手
伝
い
と
な
る
こ
の
活
動
。
市
内
で
は
現
在
、
３
グ

ル
ー
プ
が
地
方
紙
や
広
報
紙
の
音
訳
テ
ー
プ
を
制
作
し
、
目
の
不
自
由
な
方
な
ど
に
提
供
す
る
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
そ
の
活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

▲「あかねグループ」は、４人が２人づつのペア
で吹き込みを行います。一回分（60分、月２回
発行）の編集作業には、ほぼ一日を費やします 

▲吹き込む記事は、地方紙４紙の中から選びます。
一人が受持つ時間は15分。時間に合わせ、利用
者が聴き取りやすいように朗読します 

▲完成したテープは、専用の「郵袋」に入れて
送ります（郵政公社認可の無料サービス）。返却は、
宛先の書かれた名札を裏返して投函します 

▲こちらは「やまびこ」で録音した声の広報のマ
スターテープの一部。広報紙は、紙面全てを音訳
するため、多いときはテープ２本になることも 

 

「
情
報
障
害
」
の
軽
減
の
た
め
の

お
手
伝
い
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

地
方
紙
を
音
訳
、
障
害
者
に
提
供

し
て
い
る
「
あ
か
ね
グ
ル
ー
プ
」 

月
２
回
、
ほ
ぼ
一
日
を
か
け
て
テ
ー

プ
に
吹
き
込
む
録
音
作
業 

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
多
く
の

方
の
ご
利
用
を 

声
の
広
報
は
「
や
ま
び
こ
」
と
「
カ

ナ
リ
ア
」
２
グ
ル
ー
プ
が
提
供 

▲朗読ボランティアの活動により厚生労
働大臣からの感謝状を受賞、岸部市長に
報告する「あかねグループ」の齊藤怜子
代表（左）と伊藤倫子さん（中央）、前
代表の寺田榮子さん（11月20日） 

  視
覚
障
害
者
に
地
域
の
情
報
を
提
供
﹁
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹂

市
内
で
は
３
グ
ル
ー
プ
が
活
動

視覚障害者に地域の情報を提供「朗読ボランティア」

ゆうたい 

さ
か
え 

のりこ 
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感
謝
状
を
伝
達
さ
れ
た
の
は
、
構
造
統
計

調
査
28
回
の
松
尾
恵
子
さ
ん(

綴
子
字
古
関
・

54
歳)

、
同
調
査
14
回
の
佐
藤
キ
ノ
子
さ
ん

(

上
杉
字
上
屋
布
岱
・
57
歳)

、
同
じ
く
14
回

の
佐
藤
樹
さ
ん(

阿
仁
銀
山
字
上
新
町
・
45
歳
）
。

　
伝
達
さ
れ
た
３
名
は
、
工
業
統
計
調
査
や

商
業
統
計
調
査
、
商
工
業
実
態
基
本
調
査
、

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査
な
ど
経
済
産

業
省
所
管
の
統
計
調
査
の
調
査
員
を
多
年
に

わ
た
り
従
事
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
、
市
長
か
ら
こ
の
日
出
席
し
た
２
名
に

経
済
産
業
省
経
済
政
策
局
調
査
統
計
部
長
か

ら
の
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
秋
田
県
知
事
か
ら

伝
達
さ
れ
た
の
は
構
造
統
計
調
査
48
回
の
小

林
勲
さ
ん(

阿
仁
銀
山
下
新
町
・
69
歳)

。 

　
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
小
塚
繁

さ
ん(

旭
町
・
72
歳)

、
　
関
英
男
さ
ん(

阿
仁

幸
屋
渡
字
上
添
根
・
61
歳)

、
三
杉
晃
一
さ
ん

(

阿
仁
荒
瀬
字
念
仏
沢
出
口
・
50
歳)

、
ま
た
、

第
57
回
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生

の
生
徒
の
部
で
入
選
し
た
の
は
鷹
巣
中
学
校

３
年
の
小
笠
原
唯
さ
ん
、
藤
島
美
和
子
さ
ん
、

三
沢
里
奈
さ
ん
の
作
品
。 

　
県
知
事
表
彰
の
３
名
は
、
国
勢
調
査
、
商

業
、
工
業
統
計
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
の

調
査
員
を
多
年
に
わ
た
り
従
事
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
広
く
県
民

に
統
計
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
統

計
知
識
の
普
及
と
表
現
技
術
の
研
鑽
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
地
域
や
学
校
な
ど
の
身
近
な
話
題
か
ら
、

環
境
問
題
や
政
治
な
ど
の
社
会
的
な
話
題
ま

で
様
々
な
作
品
が
応
募
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
入
選
し
た
作
品
の
テ
ー
マ
は｢

中
学
生
の
心

の
奥｣

で
し
た
。
な
お
昨
年
も｢

中
学
生
の
悩

み｣

を
テ
ー
マ
に
鷹
中
が
入
選
し
て
い
ま
す
。 

　
大
臣
表
彰
の
小
林
さ
ん
は
「
初
め
て
調
査

員
業
務
を
引
き
受
け
た
の
が
昭
和
32
か
33
年

頃
。
以
来
毎
年
調
査
員
を
し
て
い
る
。
初
め

は
い
ろ
い
ろ
と
ま
ど
い
も
あ
っ
た
が
、
数
を

重
ね
調
査
の
効
率
を
あ
げ
た
。
特
に
難
し
い

と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
近
年
の
社
会
情

勢
の
な
か
で
、
２
年
ほ
ど
調
査
票
を
提
出
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た
事
業
所
が
あ
っ
た
こ
と

が
残
念
に
思
っ
て
い
る
」
と
調
査
に
関
す
る

感
想
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

７名１団体が統計功労者に
　工業統計調査など経済産業省所管の統計調査での功績が認

められた方に11月29日、岸部市長から感謝状が伝達されま

した。また同日、11月８日に秋田県庁で行われた「秋田県

統計功労者表彰式」で知事から経済産業大臣表彰を伝達され

た方、県知事表彰などを受けられた皆さんが市長に受賞の報

告を行いました。 

経済産業省統計功労、秋田県統計功労

経
済
産
業
省
経
済
政
策
局 

　
　
　
　
　
　
調
査
統
計
部
長
感
謝
状 

経
済
産
業
大
臣
表
彰 

秋
田
県
知
事
表
彰 

11月29日に行われた感謝状伝達式・受賞報告 

左から市長、藤島さん、小笠原さん、 

三沢さん、野村教頭先生 

左から市長、　関さん、小塚さん、 

三杉さん 

左から市長、小林さん、 

佐藤樹さん、佐藤キノ子さん 

 

 

  

　
大
館
北
秋
田
医
師
会
（
佐
藤
祥
男
会
長
）

主
催
の
第
31
回
「
地
域
の
医
療
を
考
え
る
集

い
」
が
11
月
25
日
、
大
館
市
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
、
北
秋
田
市
か
ら
も
多
く
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
テ
ー

マ
。
富
山
大
学
大
学
院
医
学
薬
学
研
究
部
ウ

イ
ル
ス
学
教
授
の
白
木
公
康
氏
を
講
師
に
招

き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
白
木
氏
は
、
「
こ
の
冬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は-

最
近
の
話
題
」
と
題
し
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
発
症
の
歴
史
や
風
邪
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
説
明
、
中
で
も
症
状
に
関
し
て
「
集

団
で
か
か
る
の
が
特
徴
。
突
然
熱
が
出
て
く

る
。
熱
が
一
度
上
が
る
と
、
３
０
０
㏄
の
汗

が
出
る
。
人
は
、
通
常
の
食
事
で
も
４
０
０

〜
５
０
０
㏄
の
水
分
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
具
合
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
ジ
ュ
ー

ス
を
一
杯
飲
ん
だ
程
度
で
は
足
り
な
い
。
十

分
な
水
分
摂
取
が
必
要
。
吸
収
効
率
の
よ
い

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
も
お
す
す
め
」
と
、
述

べ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
予
防
の
た
め
に
は
ワ
ク
チ
ン
を
受

け
て
お
く
こ
と
や
、
外
出
後
の
手
洗
い
、
の

ど
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
の
マ
ス
ク
の
着
用
が

有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
い
て
い
ま
し
た
。 

   

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・

せ
き
な
ど
の
か
ぜ
の
諸
症
状
だ
け
で
な
く
、

高
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
な
ど
も
ひ
き
起
こ
す

全
身
の
感
染
症
で
す
。 

　
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
、
肺
炎
等
を
併
発

し
て
重
症
化
し
た
り
、
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
性
を
理
解

の
う
え
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
よ
く
相
談
し
、

流
行
前
に
早
め
に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。 

■
接
種
対
象
者 

①
接
種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の
方 

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
等
に
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
（
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）   

■
実
施
期
間 

　
10
月
15
日
〜
平
成
19
年
１
月
31
日 

■
接
種
回
数
　
１
回  

■
助
成
金
額
　
１
人
１
５
０
０
円
（
接
種
料

金
が
１
５
０
０
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
実
費

額
） 

■
自
己
負
担
額 

　
医
療
機
関
に
よ
っ
て
料
金
が
異
な
る
た
め
、

市
が
助
成
す
る
１
５
０
０
円
を
差
し
引
い
た

金
額
と
な
り
ま
す
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
は
無
料
で
す
）
。
料
金
が
３
５
０
０
円

の
場
合
、
自
己
負
担
額
は
２
０
０
０
円
で
す
。 

■
申
込
方
法 

　
秋
田
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
で
接

種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
実
施
医
療
機
関
に
直

接
お
申
込
く
だ
さ
い
。 

■
接
種
時
に
必
要
な
も
の 

　
健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳 

   

　
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
18

年
度
新
規
事
業
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
助
成
対
象
者
　
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
（
擬
制
世
帯
主
を
除
く
）
で
、
接
種

日
に
お
い
て
満
64
歳
ま
で
の
方
（
※
上
記
北

秋
田
市
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
象
者
以
外
）
。 

■
助
成
期
間 

　
10
月
15
日
〜
平
成
19
年
１
月
31
日
。 

■
申
請
手
続
　
接
種
時
に
医
療
機
関
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ

の
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
※

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
） 

■
助
成
額
　
１
回
１
５
０
０
円
（
接
種
料
金

が
１
５
０
０
円
未
満
の
場
合
は
そ
の
実
費
額
）
。

な
お
、
医
師
の
指
示
等
に
よ
り
接
種
を
２
回

に
分
け
て
行
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

き
助
成
し
ま
す
。 

■
自
己
負
担
額
　
接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を

差
し
引
い
た
金
額 

■
医
療
機
関
　
北
秋
田
市
内
の
医
療
機
関 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

実
施
医
療
機
関
窓
口 

ま
た
は
保
険
課
　
62-

１
１
１
８
ま
で 

国
保
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成

は
１
月
31
日
ま
で 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す 

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

て
お
く 

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
と
思
っ
た
ら

早
め
に
診
察
と
治
療
を
受
け
る 

▼
熱
が
出
た
ら
水
分
を
十
分
に
取
る
（
１

回
で
３
０
０
㏄
が
め
や
す
） 

▼
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
取
る 

▼
人
ご
み
を
避
け
る 

▼
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ 

▼
外
出
後
の
手
洗
い
（
指
の
間
な
ど
も

て
い
ね
い
に
）
と
う
が
い
の
励
行 

▼
マ
ス
ク
を
着
用
す
る 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
の
注
意
事
項
　
︵
富
山
大
・
白
木
教
授
︶

流
行
期
前
に
予
防
対
策
を 

し
ら
き   き
み
や
す 

  

さ
ち
お 

た
つ
き 

 

　第57回秋田県統
計グラフコンクー
ル中学生生徒の部
入選作品「中学生
の心の奥」 

▲
 

たつき 
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国
道
１
０
５
号
米
内
沢
バ
イ
パ
ス
開
通 

　
国
道
１
０
５
号｢

米
内
沢
バ
イ
パ
ス｣

が
12
月
４
日

開
通
し
、
地
元
住
民
や
自
治
体
関
係
者
な
ど
約
１
３

０
人
が
参
加
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
同
バ
イ
パ
ス
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
で
知
ら
れ
る
松
栄

か
ら
寄
延
ま
で
の
延
長
約
３
・
55
キ
ロ
。 

　
こ
の
日
は
悪
天
候
に
よ
り
安
全
祈
願
祭
と
開
通
記

念
式
典
を
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
移
し

て
行
わ
れ
、
式
典
で
岸
部
市
長
は
「
地
域
間
の
交
流

が
さ
ら
に
高
ま
り
、
観
光
振
興
な
ど
に
も
効
果
が
あ

る
と
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
式
典
後
、
現
地
を
訪
れ
パ
ト
カ
ー
を
先
頭
に
約
１

０
０
台
が
通
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
道
路
は
鷹
巣
方
面
か
ら
森
吉
支
所
ま
で
混
雑

時
で
約
５
分
短
縮
と
な
る
よ
う
で
す
。
　 

地
域
の
交
流
と
観
光
振
興
に 

テープカットで開通を喜ぶ関係者 

阿仁かざはり苑のイルミネーション 

心
を
和
ま
す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

　
阿
仁
吉
田
地
区
の
国
道
１
０
５
号
線
阿
仁
か
ざ
は

り
苑
入
り
口
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場
し
、
沢
山
の
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
阿
仁
か
ざ
は
り
苑
（
栗
谷
幹
丈
施
設
長
）
で
は
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
平
成
２
年
か
ら
毎
年
職
員
が
趣

向
を
凝
ら
し
て
設
置
し
、
今
で
は
地
域
の
年
末
の
風

物
詩
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
は
11
月
28
日
に
飾
り
付
け
を
行
い
、
こ
の
日

か
ら
明
か
り
が
灯
さ
れ
て
オ
レ
ン
ジ
色
に
き
ら
め
く

光
が
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今
月
25
日
ま
で
点
灯
さ

れ
ま
す
。 

阿
仁
か
ざ
は
り
苑
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

　
合
川
親
の
会
連
絡
協
議
会
・
合
川
公
民
館
・
市
教

育
委
員
会
主
催
の
第
16
回
合
川
少
年
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
が
11
月
19
日
、
合
川
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
９

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
少
年
団
体
の
健
全
育
成
活
動
の
一

環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
増
進
と
親

睦
交
流
を
深
め
よ
う
と
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
開
会
式
で
武
石
合
川
公
民
館
長
が
「
楽
し
い
交
流

の
場
に
な
る
よ
う
な
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
参
加
選
手
を
代
表
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
マ
ッ
チ

ョ
ル
ズ(

上
杉)

の
疋
田
真
由
希
さ
ん
が｢

最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
プ
レ
ー
し
ま
す｣

と
宣
誓
。 

　
試
合
は
男
女
混
合
で
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
行
わ
れ
、
結
果
は
駅
前
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
プ
レ
ー
に
歓
声 

少
年
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

９チームが参加した少年ドッジボール大会 

　
こ
の
ほ
ど
、
制
作
が
進
め
ら
れ
て
い
た
市
民
憲
章

の
石
碑
が
完
成
、
12
月
１
日
、
設
置
さ
れ
た
市
庁
舎

正
面
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
年
１
月
、
憲
章
原
案
の
検
討
を
選
定

委
員
会
に
依
頼
し
、
同
委
員
会
は
３
月
31
日
、
岸
部

市
長
に
報
告
、
翌
４
月
１
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
岸
部
市
長
、
吉
岡
議
長
、
選
定
委
員

会
の
金
森
委
員
長
、
鷹
巣
小
学
校
の
児
童
ら
で
除
幕
、

市
民
憲
章
が
披
露
さ
れ
、
岸
部
市
長
は
「
全
市
民
が
、

こ
の
憲
章
を
道
し
る
べ
と
し
て
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
後
、
鷹
巣
小
学
校
の
児
童
４
人
が
前
文
と
主

文
か
ら
な
る
憲
章
を
朗
読
、「
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ

　
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。 

市
民
の
「
道
し
る
べ
」
を
設
置 

市
民
憲
章
除
幕
式 

納税功労表彰の受賞を報告する桜庭圭介さん(中央) 
と疋田久人さん(右） 

納
税
功
労
で
全
国
表
彰 

　
こ
の
ほ
ど
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
か
ら
表

彰
を
受
け
た
桜
庭
圭
介
さ
ん(

80
、
東
横
町)

と
疋
田

久
人
さ
ん(

64
、
上
杉
字
屋
布
岱)

が
11
月
29
日
、
市

役
所
を
訪
れ
岸
部
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
桜
庭
さ
ん
は
新
市
誕
生
後
、
旧
４
町
納
税
組
合
の

連
合
会
設
立
に
尽
力
、
初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
、
納

税
組
合
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
疋
田
さ
ん
は
多
年
に

わ
た
り
健
全
な
組
合
運
営
と
納
税
思
想
の
高
揚
に
尽

力
し
、
納
税
団
体
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
、
２
人
の
受
賞
を
称
え
な
が
ら
「
市

税
の
滞
納
も
増
え
て
い
る
中
で
、
納
税
組
合
の
果
た

し
て
き
た
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
税
務
行

政
へ
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
納
税
思
想
の
普
及
な
ど

に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
、
協
力
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

納
税
貯
蓄
組
合
法
55
周
年
記
念
納
税
功
労
表
彰 

　
「
知
事
と
北
秋
田
市
の
市
町
村
懇
談
会
」
が
11
月

30
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
観
光
や
地
域

活
動
に
携
わ
る
市
民
が
寺
田
秋
田
県
知
事
と
北
秋
田

市
の
５
年
後
の
夢
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
合
い
ま

し
た
。 

　
寺
田
知
事
は
「
安
倍
総
理
が
言
う
『
美
し
い
国
』

は
、
北
秋
田
地
方
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
か
ら
は
自

然
に
囲
ま
れ
、
心
の
豊
か
さ
を
め
ざ
す
時
代
に
入
る
。

北
秋
田
市
は
、
た
と
え
ば
空
港
の
そ
ば
に
で
き
る
病

院
に
は
首
都
圏
の
方
に
も
利
用
し
て
も
ら
う
、
統
合

高
校
も
、
他
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
学
科
で
魅
力
を

持
た
せ
る
な
ど
、
大
き
な
夢
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
な
ど
と
、
市
民
を
は
じ
め
行
政
関
係
者
に

前
向
き
な
考
え
を
求
め
ま
し
た
。 

行
政
、民
間
一
体
と
な
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

知
事
と
北
秋
田
市
の
市
町
村
懇
談
会 岸部市長ほか市民８人が参加した「知事の市町村懇談会」 

岸部市長、吉岡議長、金森選定委員長、 
子どもたちの代表らで除幕された市民憲章の石碑 

か
ん
じ
ょ
う 
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「
老
壮
婦
人
・
寿
大
学
合
同
公
開
講
演
会
」
が
11
月

22
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
会
に
は
講
座
生
の
ほ
か
、
鷹
巣
、
合
川
地

区
か
ら
の
一
般
受
講
も
含
め
約
１
３
０
人
が
参
加
、
研

さ
ん
を
深
め
ま
し
た
。 

　
講
師
は
大
館
市
在
住
の
映
画
評
論
家
・

小
松
宰
先
生
。
「
源
義
経
と
日
本

の
歴
史
」
と
題
し
、
戦
国
時

代
の
源
義
経
に
ま
つ
わ
る

歴
史
を
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
受
講
生
は
歴
史
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
熱

心
に
聴
講
し
ま
し
た
。 

盛大に地区公民館文化祭 　第３回をむかえた沢口公民館の「ワイワイ文化祭」

が11月23日、開催されました。文化祭は、地区住民

がステージ発表などで「わいわい楽しみ互いに交流

しよう」と開かれているもので、今年も地区の保育

園児、小中学生、公民館講座の受講生らが歌や踊り、

器楽演奏などを発表、参観者と一体となって交流の

輪を広げました。 

　また、会場では婦人会の新鮮野菜の即売なども行

われ、昨年以上のにぎわいを見せていました。 

　終演まで参観し会場を後にした皆さんは、「大変良

かった」「とても楽しかった」と、満足された様子

でした。 

老壮婦人・寿大学合同公開講演会
森吉・前田公民館 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

和気あいあい楽しみながら

綴子公民館・地区ユニカール大会 

　第１回綴子地区ユニカール大会が、11月26日綴子

公民館で開催されました。大会には14チーム、42人

の選手が参加、熱戦を繰り広げました。  

　ユニカールは、誰もが気軽にでき、健康増進と少々

の頭脳プレーを楽しめるニュースポーツ。綴子公民館

では、地域の皆さんの健康増進をめざし、綴子ユニカ

ール同好会の協力を得て『ユニカール初心者講座』を

開設しています。 

　大会は、ユニカールの底辺拡大がねらい。そのため

上級・中級・初心者を抽選で1チームとしたチーム編

成でレベルの均衡を図り、和気あいあい楽しみながら

競技しました。 

沢口公民館（ワイワイ文化祭） 

▲講演会終了後には、講師の小松宰氏（前列

左から６番目）を囲んで各地区毎に記念撮影 

地域に密着した活発な地区公民館活動

▲“ワイワイ”楽しんだ地区文化祭 

▲初心者でも気軽に楽しめる「ユニカール」 

お
さ
む 

★プログラム

♪賛美歌

♪クリスマス・メドレー

♪Ave�Maria

♪Ave�verum�corpus

　ほか

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団�＆�M・M・C

各家庭の自慢の味が大集合！

▲真剣に審査に臨んだ子ども審査員 

我が家の味自慢大会

「漬け物コンクール」「漬け物コンクール」

　
最
優
秀
賞 

｢

梅
漬
け
」 

田
村
悦
子
さ
ん
（
舟
見
町
） 

▼  

「
山
菜
漬
け
」 

土
佐
イ
ツ
さ
ん
（
米
内
沢
） 

「
ウ
メ
の
砂
糖
漬
け
」 

　
橋
ス
ワ
さ
ん
（
阿
仁
前
田
） 

　 「
し
ょ
う
ご
い
ん
大
根
梅
漬
け
」 

松
浦
長
子
さ
ん
（
小
又
） 

な
が
こ 

ぜんたろう 

　▼優秀賞 ▼優秀賞 ▼アイデア賞 

『浜辺の歌音楽館少年少女合唱団』と『Ｍ・Ｍ・Ｃ（森吉ミュージッククラブ）』が、クリスマ

スにちなんだ曲を歌う、恒例の行事です。天使の歌声をぜひお聴き下さい。 

期　日 

開　演 

場　所 

内　容 

出  演 

 

入場料 

問合せ 

平成１８年１２月２２日（金）

午後６時３０分

浜辺の歌音楽館

クリスマスソングコンサート

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

Ｍ・Ｍ・Ｃ（森吉ミュージッククラブ)

無　料

森吉コミュニティセンター

�　７２−３２５９

クリスマス
コンサート

おさむ 

 北秋地区生涯学習奨励員協議会（櫻田善太郎会長）主催の「漬

け物コンクール」が１１月２５日、森吉コミュニティセンター

で開催されました。 

　コンクールは、昔から各家庭でつくられてきた自慢の漬け

物を紹介し、伝統の食文化を次世代に伝えようとのねらいで

企画されました。特に、子どもたちに漬物本来の味を知って

もらおうと、審査員には北秋地区の小・中学生20人を公募、

婦人会や老人クラブの代表らと一緒に審査しました。 

　テーブルには、大根や白菜などの定番野菜から、タマネギ

や山菜を使ったものまで自慢の“作品”がズラリ。出品者は、

子ども向けに味や形、色までアレンジするなど、工夫を凝ら

していました。 

　審査員の子どもたちは、

「きれいな色だね」「ちょっ

と、しょっぱいな」などと、

試食しながら真剣に審査し

ていました。 

　結果は次のとおりです。 
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市
　
長
　
日
　
誌 

市
　
長
　
日
　
誌 

11/16 
 

11/30
〜 

17
日
（
金
） 

18
日
（
土
） 

 

19
日
（
日
） 

　
　
　
　 

  

21
日
（
火
） 

22
日
（
水
） 

　
　
　
　 

 

　
　
　
　 

23
日
（
木
） 

24
日
（
金
） 

25
日
（
土
） 

27
日
（
月
） 

　
　
　
　 

 

　
　
　
　 

28
日
（
火
） 

 

　 29
日
（
水
） 

 

30
日
（
木
） 

北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
に
出
席 

農
事
組
合
法
人
田
中
フ
ァ
ー
ム
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

竣
工
祝
賀
会
に
出
席 

鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
婦
人
芸
能

祭
に
出
席 

坊
沢
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
竣
工
式
典
・
祝
賀
会
に

出
席 

北
秋
田
市
誘
致
企
業
懇
談
会
に
出
席 

北
秋
田
市
建
設
業
協
会
と
北
秋
田
市
と
の
災
害
基
本
協

定
の
調
印
式
に
出
席 

北
秋
田
市
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑
に
出
席 

平
成
18
年
度
12
月
補
正
予
算
案
の
査
定
を
実
施 

合
川
李
岱
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
竣
工
祝
賀
会
に
出
席 

森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席 

第
31
回
「
地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い
」
に
出
席 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
取
締
役
会
に
出
席 

市
内
３
商
工
会
と
の
懇
談
会
に
出
席 

高
齢
者
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
講
習
会
に
講
師
と
し
て
参

加
（
〜
30
日
） 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
支
援
と
日
沿
道
及
び
中
岱

橋
に
か
か
る
要
望
活
動
の
た
め
県
庁
を
訪
問 

全
国
山
村
振
興
連
盟
秋
田
県
支
部
の
監
査
を
実
施 

北
秋
田
市
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
状
を
伝
達 

鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会
に
出
席 

知
事
の
市
町
村
懇
談
会
に
出
席 

 

　
現
在
は
基
本
設
計
に
基
づ
い
て
実
施
設
計
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
、
建
築
工
事
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
病
院
建
設
に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解
頂
く
た
め
「
基
本
設

計
」
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
 そ
 の
 ３
 〉
 

北
秋
田
市
民
病
院
（
仮
称
）
建
設
事
業
に
つ
い
て
 

所
在
地
 

北
秋
田
市
下
杉
字
上
清
水
沢
16
―
29
他 

用
　
途
　
病
院 

標
榜
診
療
科
目
数
　
21
科 

内
科
、
呼
吸
器
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器

科
、
小
児
科
、
精
神
科
、
外
科
、
整
形
外

科
、
脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、
産

婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
麻
酔
科
、

泌
尿
器
科
、
放
射
線
科
、
歯
科
口
腔
外
科
、

神
経
内
科
、
皮
膚
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科
、
形
成
外
科 

病
床
数
　
３
３
０
床 

一
般
２
７
２
床
、
精
神
50
床
、
結
核
４
、

感
染
４ 

敷
地
面
積
　
約
12
万
㎡ 

建
築
面
積
　
約
７
６
０
０
㎡ 

延
床
面
積
　
約
２
万
５
５
０
０
㎡ 

階
　
　
数
　 

地
上
４
階
、
地
下
１
階
、
塔
屋
１
階 

構
　
　
造
　
　
　
　
　
　 

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一
部
鉄
骨

造
、
免
震
構
造 

基
　
　
礎
　
杭
基
礎 

提
供
機
能
　
　
　
　 

①
救
急
医
療
体
制
の
整
備
②
が
ん
医
療
の
充

実
③
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
提
供
④

精
神
医
療
の
提
供
⑤
結
核
医
療
・
感
染
症
対

策
⑥
地
域
医
療
支
援
病
院
機
能
整
備
⑦
臨
床

研
修
指
定
病
院
機
能
整
備
⑧
地
域
災
害
拠
点

病
院
⑨
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
⑩
人
口
透
析

治
療
の
提
供
⑪
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
⑫
健

診
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整
備 

    

●
建
物
配
置 

・
敷
地
は
南
を
湖(

灌
漑
池)

に
面
し
、
南

南
東
の
方
角
に
は
森
吉
山
を
望
む
豊
か
な

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
病
棟
は
そ
の

環
境
を
最
大
限
享
受
で
き
る
南
側
に
、
湖

に
対
し
円
弧
状
に
拡
が
る
形
で
配
置
し
ま

す
。 

・
道
路
寄
り
北
側
に
は
駐
車
場
を
配
置
し
、

診
療
棟
は
病
棟
の
北
側
に
配
置
し
、
４
層

の
病
棟
と
低
層
の
診
療
棟
、
さ
ら
に
は
駐

車
場
が
緩
や
か
な
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成

す
る
よ
う
な
建
物
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
し
ま
す
。 

・
敷
地
の
東
側
に
拡
が
る
「
北
欧
の
杜
公

園
」
か
ら
の
公
園
景
観
を
連
続
さ
せ
る
た

め
、
敷
地
東
側
の
湖
に
面
し
た
部
分
に
リ

ハ
ビ
リ
パ
ー
ク
や
散
策
庭
園
な
ど
を
敷
地

内
に
設
け
ま
す
。 

・
敷
地
は
南
の
湖
側
に
向
け
緩
や
か
に
傾

斜
し
て
い
ま
す
。
そ
の
傾
斜
を
活
か
し
、

建
物
の
南
側
一
部
分
を
地
下
と
し
、
お
も

に
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
配
置
し
ま
す
。 

・
診
療
棟
は
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
と
の
接
地

性
に
配
慮
し
、
患
者
の
利
便
性
と
避
難
動

線
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
将
来
増
築
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
外
来
部
門
の
北
側
に
増

築
ゾ
ー
ン
を
設
け
ま
す
。 

・
機
械
棟
は
病
院
本
体
と
は
別
棟
と
し
、

敷
地
の
西
寄
り
に
配
置
し
ま
す
。 

 

●
ア
プ
ロ
ー
チ
計
画 

・
敷
地
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
将
来
性
に
も

配
慮
し
、
西
側
の
市
道
大
野
台
幹
線
、｢

北

欧
の
杜｣

側
の
市
道
大
野
台
線
双
方
か
ら
ス

ム
ー
ズ
に
入
り
や
す
い
よ
う
、
敷
地
の
２

面
か
ら
進
入
で
き
る
計
画
と
し
ま
す
。 

・
一
般
外
来
患
者
は
北
西
の
季
節
風
を
避

け
る
た
め
、
敷
地
東
寄
り
の
車
寄
せ
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
建
物
内
に
入
り
ま
す
。
夜

間
は
正
面
玄
関
側
を
夜
間
専
用
出
入
口
と

し
て
建
物
内
に
入
り
ま
す
。 

・
救
急
搬
送
患
者
は
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
建

物
西
側
の
救
急
入
口
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し

ま
す
。
救
急
入
口
は
冬
季
の
厳
し
い
季
節

風
に
配
慮
し
、
救
急
車
ご
と
屋
内
に
入
る

こ
と
の
で
き
る
構
造
と
し
ま
す
。 

・
サ
ー
ビ
ス
車
輌
は
、
敷
地
高
低
差
を
利

用
し
、
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
よ
り
１
段
低
い

西
側
位
置
に
サ
ー
ビ
ス
専
用
出
入
口
を
設

け
ま
す
。
こ
ち
ら
は
建
物
の
地
下
１
階
と

同
じ
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
搬
入
物
品

が
ス
ム
ー
ズ
に
中
央
倉
庫
や
厨
房
に
搬
送

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
駐
車
場
計
画 

・
駐
車
場
は
約
８
０
０
台
程
度
設
け
ま
す
。 

・
外
来
患
者
用
の
駐
車
場
は
、
正
面
玄
関

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
よ
う
敷
地
北
側

お
よ
び
中
央
部
分
に
配
置
し
ま
す
。 

・
職
員
用
の
駐
車
場
は
、
敷
地
の
西
側
に

配
置
し
ま
す
。
職
員
の
日
中
の
建
物
入
り

口
は
救
急
部
門
近
傍
の
職
員
専
用
出
入
口

と
し
ま
す
。 

・
サ
ー
ビ
ス
車
輌
は
敷
地
高
低
差
を
利
用

し
た
、
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
よ
り
下
が
っ
た

西
側
エ
リ
ア
を
利
用
し
、
機
械
棟
や
物
品

搬
入
口
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
計
画
と

し
ま
す
。 

  

建
物
配
置
・
ア
プ
ロ
ー
チ
計
画 

一般駐車場一般駐車場 
(外来患者用外来患者用)

リハビリやリハビリや 
散策のできる庭園散策のできる庭園 

至　鷹巣至　鷹巣 

市道大野台幹線市道大野台幹線 
市道大野台線市道大野台線 

アプローチアプローチ 

アプローチアプローチ 

救急車ごと入れる救急車ごと入れる 
救急出入口救急出入口 

敷地高低差を利用した敷地高低差を利用した 
サービス専用出入口サービス専用出入口 

一般駐車場 
(外来患者用)

リハビリや 
散策のできる庭園 

至　鷹巣 

市道大野台幹線 

北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
と
進
捗
状
況 

市道大野台線 

→
 アプローチ 

→
 

アプローチ 

救急車ごと入れる 
救急出入口 

敷地高低差を利用した 
サービス専用出入口 

完成予想図 

北秋田市民病院（仮称）配置図 
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の除雪と雪の処理
について

雪の捨て場所は?

ご協力ください
　いよいよ本格的な冬の到来です。雪

の除排雪は冬期間のたいへんな作業で

すが、車や歩行者の安全でスムーズな

通行を確保するため、次の事項を守り、

処理をお願いします。

　雪捨ては、次の指定箇所へお願いします。（雪以外

　のごみ等は絶対捨てないようにお願いします）

【鷹巣地区】 

㈰米代川左岸　栄橋下流　㈪米代川右岸　鷹巣橋下流

㈫米代川左岸　鷹巣橋下流　㈬今泉川右岸　泉流橋上流

㈭前山川左岸　前山橋下流　㈮綴子川右岸　柳生橋下流�

㈯綴子川左岸　綴子橋上流　㉀綴子川左岸　小田部落上流

㈷小猿部川左岸　小猿部橋上流　㉂小猿部川右岸　横渕橋下流

㉃小猿部川左岸　中屋敷橋上流　㈹小猿部川右岸　堂ヶ岱橋上流

㈺小森川右岸　藤株橋下流　㈱小森川右岸　西宮ノ目橋上流

㈾摩当川左岸　向町橋上流

【合川地区】 

㈴阿仁川右岸　合川橋下流　㈲阿仁川右岸　阿仁川橋下流

㈻小阿仁川右岸　落合橋下流　㈶小阿仁川左岸　落合橋下流

【森吉地区】 

㈳阿仁川左岸　丹平川原　　阿仁川左岸　下川原

　阿仁川右岸　米内沢橋上流　　阿仁川右岸　浦田橋下流

　阿仁川右岸　八幡橋上流　　阿仁川左岸　本城

【阿仁地区】 

　阿仁川右岸　喜鵲橋下流　　阿仁川左岸　向山橋下流

　阿仁川左岸　向山橋上流　　比立内川右岸　牛滝橋下流

!!

【国道７号】　国土交通省能代河川国道工事事務所　
　　　　　　 大館国道出張所　�０１８６−４９−０３２１

【国道１０５・２８５号、県道】
　　　　　　 北秋田地域振興局建設部��６２−３１１１

【市　　道】
　市役所建設課��６２-６６２９　合川支所��７８-２１１５

　森吉支所　　��７２-３１１２　阿仁支所��８２-２１１４

◎お問い合わせ

●路上駐車はやめてください

　路上駐車している部分の除雪ができなくなり、交通

渋滞や事故、除雪作業の遅れの原因となります。

●道路への雪出しはやめてください

　除雪した後に、道路に雪出しされると路面に凹凸が

でき、車両や歩行者の通行に大変迷惑をかけますので、

排雪は各自でお願いします。（屋根の雪をやむを得

ず道路に降ろす場合は、歩行者等に十分注意し、す

みやかに後始末してください）

●自宅前の除雪は各自で行ってください

　除雪の際に、自宅前に寄せられた雪の処理は、各家

庭で排雪してくださるよう協力をお願いします。

●沿道の空地や田畑の利用

　道路沿いの空地や田畑に雪を押し出させていただく

場合もありますので協力をお願いします。

●深夜、早朝の作業にご協力を

　除雪作業は、交通量の少なくなった深夜から早朝に

かけて行われるため、除雪車のエンジン音や振動で

迷惑をかけますが、快適で安全な朝の通勤、通学路

確保のためご理解ください。

●排雪のため上げた側溝のフタは、終了後すぐに元に

戻してください

　歩行者や自動車等の事故のもとになります。

ごみ集積所付近の除雪管理
についてもお願いします

　雪のためにゴミ集積所が狭くなると、各家庭から

出されるゴミが集積所から離れたところに置かれ、

収集作業に支障がでることになります。 

 冬期間は、集積所の状況をよくご覧になり、集積

所のスペースを確保するため、集積所付近の除雪管

理をお願いします。 

公 民 館 

文化会館 

スポーツ 

 

12・16（土）第20回なわとび選手権大会 

 森吉スポーツセンター 

　　17（日）スポーツセンター杯バスケットボール大会 

 森吉スポーツセンター 

12・22（金）～25（月）全日本フェンシング選手権大会 

 合川体育館 

１・４（木）北秋田市消防出初式式典 　合川体育館 

　　14（日）新春社会人バスケットボール大会 合川体育館 

 

 

 

日　時　12月25日（月）　13:00～16:00 

場　所　阿仁ふるさと文化センター 

講　師　伊藤 四郎　さん 

参加費　５００円（材料費として） 

定　員　８名（定員になりしだい締め切ります） 

　　　　どなたでも参加できます。 

持ち物　はさみ・カッター・筆記用具 

内　容　ミニ門松（30センチ程度）を手作りします　

　　　　こも巻き、装飾 

その他　小さくても本格的な門松ですので、そのまま

　　　　お正月にご利用できます！ 

◎申し込み・お問い合わせ  阿仁公民館 �８２－２２２０ 

お知らせ 

 

門松作りに挑戦！〜門松作り講座〜

 

 

北秋田市中央公民館　�６２－１１３０ 

【12月のロビー展】鷹巣地区小学校図画作品展 

12・17（日）親子でクリスマスケーキ作り 9:30～13:00 

　　20（水）キャンドル作り講座 10:00～12:00 

合　川　公　民　館　�７８－２１１４ 

【ロビー展】草木染めあかね会　（18日～） 

12・17（日）ハッピークリスマス会 10:00～13:00 

森　吉　公　民　館　�７２－３２５９ 

【サロン展】森吉短歌サークル｢彩の会｣（1日～28日) 

12・27（水）お正月用フラワーアレンジメント 13:30～15:00 

阿　仁　公　民　館　�８２－２２２０ 

12・19（火）スキー大会監督会議 13:00～15:00 

　　20（水）手打ちそば作り講座 10:00～12:30 

　　　　　　婦人会体力作り交流会 10:00～12:00 

　　23（土）下新町子ども会 12:00～15:00 

　　25（月）ミニ門松づくり講座 13:00～16:00 

　　26（火）コスモス会（フラワーアレンジメント） 16:30～19:00 

 

 

12・16（土）おはなしでてこい 14:00～ 

　　17（日）アンサンブルコンテスト県北地区大会 10:00～ 

　　23（土）鷹巣混声合唱団定期演奏会　入場料500円 14:00～ 

　　24（日）畠山ピアノ教室発表会 13:00～ 

内陸線沿線の樹木剪定のお願い

　毎年、雪による倒木や垂れ下がった枝が車両に接

触し、サイドミラーや窓ガラスが破損する事例が多

発し、安全運行に支障をきたしています。 

　もし、線路に倒れた木が車両を破損したり、乗客

に怪我等があれば、損害賠償を請求しなければなら

なくなる場合があります。 

　冬の降雪期を迎え線路沿線に樹木等を所有されて

いる方は、事前に剪定等を行なうなどし、車両に接

触することのないようご協力をお願いします。 

◎お問い合わせ 

　　　秋田内陸縦貫鉄道株式会社　 �８２－３２３１ 

市民プール　１月の教室
スキンダイビング教室 ビギナースイム教室 水中健康教室 シェイプアップ教室 

内　　容 

マスク・フィン・シ

ュノーケルを使って

スキンダイビングを

体験します。 

ボンベは使用しません。 

全く泳げない初心者を

対象に水泳(クロール)を

教えます。目標は息継

ぎを入れたクロール

25ｍです。 

水中で気持ちよく全身

を動かし軽い体操や水

中で歩行などをします。 

（泳ぎません） 

体脂肪を燃やして

太りにくい体を作

りましょう。 

日　　程 ９・16・25・28日 ５・12・15・22日 9・12・16・19・26・30日 
６・13・20・27日 

時　　間 16：00～17：00 14：00～15：00 

対　　象 一般男女 一般男女 一般男女 一般男女 

定　　員 ５名 各部とも10名ずつ 11名 10名 

講 習 料   月１,０００円 

受付期間 定員になるまで随時受け付けます。 

申込方法 電話での申込は受け付けません。プール受付に備え付けてある申込用紙に記入。 

持　　参 水着、キャップ、 
ゴーグル 

ジャージ・シュー

ズ着用、タオル 

備　　考 講習料は申込みと同時にいただきます。講習料の他に入館料が必要です。（年間券・回数券も使えます） 

◎お問い合わせ　�62-5001 

14：00～15：00（昼の部） 
 

月１,０００円 

上級水泳教室 

一緒に練習して大

会出場を目指しま

しょう。 

8・11・13・15・18 
22・25・29日 

初級コース 

 

中級コース　5・9・12 
16・19・23・26・30日 
 

19：00～20：00（夜の部） 
 

19：00～20：00 18：00～19：30 

一般男女 
４泳法泳げる方限定 

５名 

月１,５００円 
初級コース　月１,０００円 

中級コース　月２,０００円 

 

月２,５００円 

水着、キャップ、 

ゴーグル 

水着、キャップ、 

ゴーグル 

水着、キャップ、 

ゴーグル 
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観閲台 

通行止め 

進入禁止 

分列行進順路 

平成20年春季開催 

 第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 愛称：森っち 

平成18年度　北秋田市読書感想文・読書感想画コンクール 
北秋田市に在住している方、または通勤・通学する方を対象とします。 

●読書感想文＊小学校の部（３年生以上で学年ごと）＊中学校の部（学年ごと） 

　　　　　　＊高校・一般の部 

●読書感想画＊幼稚園・保育園の部（年長児）＊小学校の部（１・２年生で学年ごと） 

●読書感想文は、読んだ本（作品）についての感想を綴ってください。但し、教科書、

　雑誌は対象外です。 

●読書感想画は、読んだ本（作品）についての感想を絵に描いてください。 

　どちらも、応募作品は未発表のもので一人一点とします。 

●読書感想文は、４００字詰原稿用紙を使用し、小学校の部は原稿用紙３枚以内、そ

　の他の部は５枚以内とします。なお、一行目には題名、次の行に学校名・学年及び

　氏名をお書きください。 

　読書感想画は、四つ切版の画用紙（色、縦・横は自由）を用い、素材は自由（絵の具、

クレヨンなど）とします。 

　読書感想文・感想画とも、応募票に必要事項を記入のうえ、感想画にはコメント票

も一緒に貼付してください。 

北秋田市材木町２番３号　北秋田市鷹巣図書館（文化会館内） 

　☆所属する学校や園を通じて応募してください。 

　☆高校生・一般の方は、図書館と各公民館に応募用紙がありますので忘れずに貼付

　　してください。 

平成１９年１月２３日（火） 

所属する学校や園を通じて、一般の応募者には直接通知するとともに、市の広報等で

発表いたします。 

特選、入選、佳作に選ばれた方々に、賞状と記念品を授与します。 

表彰式は、平成１９年２月２４日（土）文化会館で行います。 

北秋田市鷹巣図書館　�６２－３３１１（文化会館内）FAX ６２－２３３７ 

応 募 資 格  

応 募 区 分  

 

 

応 募 規 定  

 

 

 

字 数 及び用紙  

 

 

 

 

 

 

応 募 先 等  

 

 

 

締 切 日  

発 表  

 

表彰及び表彰式 

 

お 問い合わせ  

◆ 
◆ 
 
 
◆ 
 
 
 
◆ 
 
 
 
 
 
 
◆ 
 
 
 
◆ 
◆ 
 
◆ 
 
◆ 

お知らせ 

お知らせ 

日　時　平成19年１月15日（月）～16日 

　　　　９：00～16：00 

場　所　鷹巣技術専門校視聴覚室 

対　象　在職者で、建設業経理に携わる方 

受講料　無料　　定　員　10名 

携行品　テキスト（自費購入2500円程度）、印鑑 

申し込み　１月５日（金）まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　鷹巣技術専門校　　　　　　　  �６２－１６２６ 

日　時　12月27日（水）　13:30～15:00 

場　所　森吉コミュニティセンター 

講　師　フラワーショップ荒川　荒川　弘子さん 

参加費　2000円（お花、アレンジ容器代として） 

定　員　15名　持ち物　花バサミ（万能バサミ可） 

申し込み　12月25日（月）まで 

◎申し込み・お問い合わせ 

　　　森吉コミュニティセンター　　  �７２－３２５９ 

 

日　時　12月20日（水）　13：30～15：00 

　　　　「生活習慣病を予防しよう」(仮題) 

　　　　　～メタボリックシンドロームとは？～ 

　　　　　　　　秋田大学医学部医学科老年医学講座 

　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　博　先生 

　　　　１月24日（水）　13：30～15：00 

　　　　「筋力づくりで転倒予防！」(仮題) 

　　　　　　　　健康運動指導士　柴田　栄宜　先生 

場　所　北秋田市保健センター　参加費　無　料 

対　象　生活習慣病予防に関心のある方どなたでも 

持　参　１月24日は内ズック、動きやすい服装 

◎お問い合わせ 

　　　北秋田市保健センター　　　　  �６２－６６６６ 

建設業経理事務士検定３級準備講習

試　験 

自衛隊生徒採用試験
　一般の高校と同様に、各教科ごと専任の先生による

授業(高等学校の普通科と同等)を行い、教育３年修了

時には高等学校の卒業資格を取得できます。 

応募資格　平成19年４月１日現在、15歳以上17歳未満

　　　　　の男子(来年３月、中学校卒業予定者含む) 

受　　付　平成19年１月９日（火）まで 

試 験 日　平成19年１月13日（土） 

◎お問い合わせ　 

　　　自衛隊大館出張所　　  �０１８６－４２－１３９８ 

お正月用フラワーアレンジメント

平成19年開催 　 君のハートよ位置につけ 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング 

山岳、アーチェリーの会場です 

生き生き健康教室

特殊自動車（グレーダ・ロータリ除雪車）売却のお知らせ

２．物品公開の日時　12月18日（月）～20日（水）

　　　　　　　　　　　９時～16時 

３．入札参加の申込みおよび受付 

　　期間　12月18日（月）～20日（水）９時～16時 

　　場所　阿仁支所企画総務課　 

４．入札　12月21日（木）　10時～ 

　　場所　阿仁支所第1会議室 

◎お問い合わせ　阿仁支所企画総務課 �８２－２１１１ 

１．売却物件 

№ 

１ 

メーカー 

メーカー 

車　名 

型　式　 

最低売却価格 

最低売却価格 

型　式 

車　名 年　式　 

年　式 

三　菱 グレーダ ４００，０００円（税抜き） ５Ｇ Ｈ４ 

・車検なし　（H18,11,8）ナンバー付、自賠責なし（H18,11,9） 

・現　　状　ミッションの破損及び各ホースの亀裂劣化等有り走行不能。（現車確認を要する） 

２ ＴＣＭ ロータリ除雪車 ２００，０００円（税抜き） Ｒ４００Ａ Ｈ３ 

・車検あり　（H19,10,21）ナンバー付、自賠責（H19,12,14） 

・現　　状　ミッションの破損及び各ホースの亀裂劣化等有り走行不能。（現車確認を要する） 

№ 

北秋田市消防出初式分列行進にかかる交通規制のお知らせ

　平成19年１月４日に開催される

北秋田市消防出初式分列行進のため、

図のとおり交通規制を行います。 

【交通規制箇所】 

・通行止め　 

　合川高校入り口～平川旅館 

・合川駅方面進入禁止 

　下杉側のY字路、川井信号の十字路 

　中央駐車場の十字路 

・合川中央駐車場は１月３日～４日

　10時まで一部使用できません 

◎お問い合わせ　 

　　北秋田市消防本部 

　　　　　　　　 �６２－１１１９ 
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（午後６：３０～９：００） 

畠 山 透 弥  

斉 藤 妃 良  

金 　 陽 菜   

成 田 旺 右  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

(　 )  

南 鷹 巣  

糠 沢  

本 城 上  

川 向  

長男 

長女 

長女 

長男 

貞春 

聡 

登志幸 

智紀 

弘子 

寛美 

ひさ 

累美 

 

と う や    

き　　ら   

は る な    

おうすけ   

 

11月16日～30日届出分 
 

お誕生おめでとう 
　　　　ございます おくやみ申し上げます 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

79 

59 

79 

83 

73 

88 

60 

83 

89 

84 

75 

79 

71 

65 

 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 歳) 

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

( 　 歳 )  

 

成田喜久彌  

三 澤 イ ソ   

� 坂 マ サ   

田 村 ハ ナ   

澤 田 次 雄   

九 島 ハ ギ   

村 上 信 男   

堀 部 信 子   

畠 山 フ テ   

大川トミヱ  

� 橋 良 弘   

� 橋 富 雄   

村 木 清 志   

高 橋 　 巖   

藤 島 秀 雄   

近藤チヱノ  

清 原 キ ヨ   

九 嶋 由 藏   

赤 石 一 郎   

北 林 由 友   

三 浦 ミ ヱ   

門 間 カ ツ   

遠 藤 優 子   

� 田 松 雄   

山 田 幸 助   

越前谷昭夫  

大 木 三 郎   

 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

さん 

 

 

75 

79 

93 

89 

79 

92 

87 

83 

62 

79 

86 

62 

88 

 

東 横 町    

大 堤    

坊沢羽立  

岩 坂    

新 田 中  

新 田 中  

掛 泥  

前 野  

七日市大畑 

米 代 町  

材 木 町  

摩 当  

前 野  

合 川  

合 川  

合川李岱 

合川李岱 

向 本 城  

新 丁  

本 丁  

浦 田  

松 山 町  

七 曲  

前田駅前 

通 り 町  

阿仁萱草 

阿仁水無 

 

ひ で お  

 

 

よしぞう 

いちろう 

よしとも 

 

 

ゆ う こ  

ま つ お  

こうすけ 

あきお  

さぶろう 

 

斎 藤 敏 彰  

三 上 幸 子  

   と し あ き  

さ ち こ  

　さん 

　さん 

松 葉 町   

本城御嶽 （ 

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

曜 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

電話番号 

62－2261 

63－0515 

62－1155 

62－1420 

62－2882 

60－1055 

62－1146 

63－2700 

62－1400 

63－0105 

62－1101 

78－3161 

78－3338 

82－2351 

72－4501 

62－1455

医 療 機 関 名  

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

近 藤 医 院  

佐藤外科消化器科医院 

藤 原 医 院  

う え だ ク リニック  

奈 良 医 院  

たむら内科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

国民健康保険合川診療所 

疋 田 外 科 内科医院  

阿 仁 病 院  

公立米内沢総合病院 

北 秋 中 央 病 院  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

 

柴 田 英 明   

清水　和香子  

   ひ で あ き  

わ か こ  

　さん 

　さん 

坊沢深関 

前 野  （ 
北 林 広 大   

大澤　佳名枝  

こ う だ い  

か な え  

　さん 

　さん 

舟 場  

舟 場  （ 

人口と世帯数 
11月30日現在 

住民基本台帳による 

　総人口　40,021人（ 66人減） 

　　男　　18,925人（ 47人減） 

　　女　　21,096人（ 19人減） 

　 出生 　15人　転入　 39人 

　 死亡 　55人　転出　 65人 

　世帯数  14,869世帯（１世帯減） 

前月比 
 

税 の納期限 

12月25日まで 
 

固 定 資 産 税 第４期 
 国民健康保険税 第６期 
 

お二人の前途を 
　　　　祝福します 

 

吉 田 富 昭  

菅 原 亜 季  

と み あ き  

あ 　 　 き  

　さん 

　さん 

川 井   

秋 田 市  （ 

　広報きたあきた10月１号婚姻・花田直人さん、12

月１号おくやみ・成田貞三さんの住所欄で「掛泥」と

あるのは、正しくは「太田屋敷後」となります。  

　ここに訂正し、お詫びさせていただきます。 

訂正 

お知らせ 

納税相談窓口を開設します
　納税及び納税相談をされる方のために、下記の

とおり窓口を開設しますのでご利用ください。 
 
開 設 日 12月29日（金）・30日（土） 
開設時間　８：３０～１７：１５ 
開設場所　市役所本庁舎　収納課　�62－1115 
※各支所では行いませんのでご了承ください 

 

　平成18年工業統計調査を12月31日現在で行います。 

　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月に

かけて調査員が伺います。 

　なお、調査票に記入した内容は、統計法に基づき秘

密が厳守されますので、正確な記入をお願いします。 

経済産業省・秋田県・北秋田市　 

◎お問い合わせ　 

　　　広報情報課　　　　　　　　　 �６２－６６０８ 

 

　森吉山ダム広報館モリトピアは、広報館周辺工事の

準備のため安全管理上、下記の期間一時閉鎖します。 

　なお、情報等のお問い合わせは随時受け付け、また

ホームページで新しい情報を掲載しています。 

閉鎖期間　12月20日～３月19日まで（予定） 

◎お問い合わせ　 

　　　森吉山ダム工事事務所　　　　　　�７２－５４３５ 

製造事業所の皆様へ　統計調査にご協力ください

森吉山ダム広報館゛モリトピア″の「一時閉鎖について」

市 営 住 宅 入 居 者 募 集

※家賃は入居世帯の人員、所得等により変動

します 

敷　　金　家賃の３ヵ月分 

入居資格 

　・収入基準を満たすこと 

　・住宅に困窮していることが明らかなこと 

　・公租公課を滞納していないこと 

　・その他、窓口にて簡単な調査があります 

募集期間　12月18日（月）～27日（水） 

◎申し込み・お問い合わせ 

①②の住宅　都市計画課　　　　�62-6641 

③の住宅　　合川支所産業建設課�78-2115 

④⑤の住宅　阿仁支所産業建設課�82-2114

①南鷹巣団地････鷹巣字平崎上岱13-2 

　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし 

　月額11,200円～18,400円、月額12,700円～21,100円 

②胡桃館団地････綴子字胡桃館2 

　簡易耐火２階建　３ＬＤＫ　浴槽・風呂釜なし　 

　月額18,000円～29,800円 

③林岱団地･･････八幡岱字新田89-1 

　木造平屋　３ＤＫ　浴槽･風呂釜なし 

　月額8,900円～14,800円 

④上新町団地････阿仁水無字上新町東裏4-6・17-1 

　木造２階建　３ＬＤＫ　 

　月額15,400円～25,600円、月額18,200円～30,200円 

⑤比立内団地････阿仁比立内字狐台13-1 

　木造平屋　３ＤＫ　月額9,100円～15,100円 

（ ※ 土・ 日 を 除 く ） 

市では臨時職員を募集します
業務内容　市県民税課税事務 

勤 務 先　税務課 

雇用期間　平成19年1月5日～平成19年3月31日 

勤務時間　午前8時30分～午後5時15分 

賃 金 額　日給5,400円 

募集人数　２名 

応募方法　履歴書を持参のうえ、職員課まで 

応募締切　12月20日（水）17：00まで 

◎お問い合わせ　　職員課　 　  �６２－６６０２ 

き 　く　 や   
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北秋田警察署からのお知らせ
年末・年始における犯罪や事故の防止 

１犯罪被害の防止 

　年末・年始は凶悪な事件や事故の発生が予想され、警

察では、事件や事故を未然に防止するため、学校、金融

機関、コンビニ、スーパー、パチンコ店などを重点に特

別警戒としてパトロールを強化しています。 

　「まさか自分の家や車が・・・」と油断をせず、鍵か

けを確実に行い、被害に遭わないようにしましょう。 

２交通事故の防止 

　例年、この時期は、積雪、凍結等で道路環境が悪化し

たり、忘年会等で飲酒した人が飲酒運転をして重大事故

を起こすなど、交通事故が多発しています。 

・高齢者の交通事故防止～夜間外出するときは明るい色

の服装で、反射材をつけましょう。 

・飲酒運転の徹底追放～家庭、職場、地域で十分注意し

合い、飲酒運転を徹底追放しましょう。 

・スリップ事故の防止～積雪や凍結した道路での急ハン

ドル、急ブレーキは危険です。 

◎お問い合わせ　北秋田警察署　 　　  �６２－１２４５ 



　市役所・各支所での各種証明書等の年内の交付手続きは、１２月２８日（木）まで済ま

されるようお願いします。「●」は休みの日です。それ以外は平常業務となります。 

市役所・分庁舎・各支所・市文化会館

中央公民館・各地区公民館・各地区体育館

市民プール・げんきワールド・青葉荘

大野台ハイランドハウス・体育館

上杉あいターミナル

寿荘（前田）

ひまわりの家

鷹巣図書館・森吉図書館

セントラル合川・浜辺の歌音楽館

阿仁異人館・伝承館

湯の岱温泉

大太鼓の館

クウィンス森吉

阿仁スキー場・打当温泉・森吉山荘

四季美館
　

ごみの収集

クリーンリサイクルセンター

し尿の汲み取り

１２月 

28日 
（木） 

29日 
（金） 

30日 
（土） 

31日 
（日） 

1日 
（月） 

2日 
（火） 

3日 
（水） 

年末年始のご案内（市役所・各施設の業務）

１月 

4日 
（木） 

休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

12/30・12/31・1/2の営業時間：11:00〜15:00

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 

● 休 ● 休 ● 休 

● 休 ● 休 
大 太 鼓  
叩き初め 

無　休　　１日のみ７：００から営業

無　　休

ごみ収集日程表（カレンダー）をご覧ください

施設の名称等

納税相談は30日まで
（市役所本庁舎のみ）

● 休 

● 休 
17：00 
まで 

大太鼓たたき初め
期日　 

新春１月２日（火） 
時間　11：00～12：00 

会場　「大太鼓の館」

　　　展示ホール 

内容　 

・綴子神社宮司による

　祈祷 

・綴子下町・上町大太

　鼓保存会によるたた

　き初め 

◎お問い合わせ 

新春恒例 

大太鼓の館　�６３－０１１１ 

第26回
期日　

新春１月１日（月）
受付　９：00～ 

（開会式９：50） 

スタ−ト　 

【２㎞】10：30  

【４㎞】10：50 

 

集合場所　市中央公民館 

 

（市役所本庁舎周辺）

家族みんなで参加しよう！

元旦マラソン

◎お問い合わせ　 

　　　鷹巣体育館  �６２－３８００  
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